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6 名の健常人に対して頭部および胸部を同時に撮像できるよう 2 head gamma camera を固定し、 99mTc.HMPAO 
370・740MBq を右肘静脈より bolus 投与と同時に 1 frame/sec、 total90 sec の撮像条件にて radioactivity を dynamic
収集した。専用 UNIX work station にて左右大脳半球および大動脈弓に関心領域を設定し、大脳半球と大動脈弓の
Time activity curve を作成した。専用 software にてスベクトル解析を用い、それぞ、れ左右大脳半球について Brain
Perfusion Index 値 (BPIS) を算出した。
安静時収集から 7 日後にアセタゾラミド 19 負荷下で安静時と同一撮像条件で dynamic 収集をおこなった。[(負荷
BPI 値一安静時 BPI 値)1安静時 BPI 値]x 100 を増加率とした。




安静時 BPIS は1.070土 0.051、アセタゾラミド 19 負荷時は1.497士 0.098 および BPIS 増加率は 40.1 土 8.4%であ
った。安静時 BPIG は 0.646土 0.073、アセタゾラミド 19 負荷時は 0.721士 0.107 および BPIG 増加率は 1 1.3土 6.5%
と有意差を認めた。一方、 H2150・PET での脳血流増加率は 55.6 :t 18.4%であった。
BPIS 値は PET で得られた脳血流絶対値と良好な相関関係 (y=0.017x十 0.364、 r=0.940) を認めたが、 BPIG 値
は有意な相闘が得られなかった (y=0.002x+0.565、 r=0.287) 。
【総括】







小評価することが報告されている。本研究ではこの欠点を克服するため、 99mTc-HMPAO SPECT 検査にスペクトル
解析を脳循環トレーサモデ、ル解析にはじめて臨床応用し、実際の脳血流を測定しえた。さらに、 H2150・PET で得られ
た脳血流絶対値と比較した。





SPECT 検査を用いて PET 検査と同様に脳機能画像の定量化が可能であるなら、日常診療でも極めて有用であり、
核医学検査法としての診断精度の向上につながる。この点で臨床上、貴重な情報を提供するものである。よって、本
論文は博士(医学)の学位を授与するに値する。
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